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花子の女子高生 B 記 

山 E 花孑 


俺、今まで 
こんなものを 
先生だと 
信じてたのか 


気をつけよぅ/ 
キミの大すきな 
人間も 
ミミズかも 
しれないゾ/ 

















『マンガ 制作 メモ』より 
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-ナーの孤独」 

丸尾末広 

以前ある詩人から、「生きてりやその 
うちいい事があるよ」と忠告された事 
がある。 

別にその人の gv 「もう死にたい」な 
どと言つたわけではない。いきなり、 
そう言われたのだ。自分には自殺の願 
望はない。 

どうやら 我が漫画の主人公が、手首を 
切つて自殺を図る場面を そのまま 作者 
自身の切迫した感情と解釈しての忠告 
のよう だが、これ程人を馬鹿にした忠 
告があろうか。 

たしかにいい事は少ないが、いくらな 
んでもいきててもひとつもいい事がな 
い力ら 死んでしまおうなどと考える程 
情けなくはない。 

いじめを苦に自殺した中 M がいる。 
山田花子の死を作品の ィメ ージから、 
そのような ものと 考えるのは短絡的(: 
過ぎよう。岡田有希子や沖雅也を見よ。 
自殺する人間は皆ナルシストである。 

死ぬ程自分が可愛いいのだ。山田花子 
の死に精神の葛藤の重さや、敗北者の 


悲慘な陰はないように 思える。 

女性カメラマンのダィアン•アーバ 
スは数十回もの自殺未遂を犯し、ガス 
才—ブンに頭をつっこんで果てた。 
どのような陰惨な自殺にも夭折の甘い 
腐臭は嗅ぎとれる。自殺の為の自殺0 
藤 M に代表されるような形而上学的 
自殺者の「人生不可解」 といっ たいか 
めしいニヒリズムの鎧は_はやりは 
しない。 

文化の軽量化は生死の軽量 化に比例す 
る0 

自分は山田花子とは一面識もなかっ 
た。たのまれてサィンをした事が ある 
けれども編集者を*^しての事だった ( 
『ガロ』に登場した女性漫画家の中で 
自分は山田花子を最も高く買っていた。 
理由はおもしろいから。 ぎこちない デ 
ッサンとペンタッチで精いっぱい漫画 
的デフオル メー ションを排 しようと し 
ている絵には、キッチュな緊張感がみ 
ちている。 

女性漫画家にありがちな、ゥスバカゲ 
ロゥのようなお手軽な絵で、神妙なモ 
ノローグ体の内面描写をするというパ 
ターンから見事に脱却していた。テー 
マはただひたすら人間関係のまずさと 
苦痛。身の置きどころのなさ。どの作 
品もべージ数は少なく、例えば近藤よ 


う子さんのょうな長編大河ロマンの人 
とは対極にあつた。 

漫画家をさらには人生を長く続けてゆ 
く為にはあまりにも、脈拍が早すぎた 

といつてよい。 

自分は人生だの青春だのに何の興味 
もないが、間違えて地球に生まれてき 
た人の奇妙な人生には興味がある。こ 
の世には多くの地球内異星人が隠れ住 
んでいる。 

地球人にとって何でもない風邪のウイ 
ルスも異星人にとってはエイズウイル 
スにも匹擎るであろう。山田花子が 
どのょうなウイルスに犯されていたの 

か、一面識もない自分は撃に覆す (D 

るし かないのだが、「強く 生きる」とい 
う幻想をもった暑古しい人々からは、 

ここぞとばかりに「暗い」だの「甘え 
ている」だの「命のとうとさがわかつ 
ていない」だのと苦言が寄せられるで 
あろう。 

自分は山田花子の死に、人間の生命と 
いういかにも重々しく語られるものが、 
実はいかに軽いものであるか、思い知 
らされているのだ。 

ふけば飛ぶょうなあなたと私の命。 

一度も逢わなかった山田花子さん、 
さようなら。 

一九九一一年六月 


